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1 は じめに

Snoezelen(スヌーズレン)は 、1970年代にオラン

ダで始められた障害児者への新しい関わり方の理念
D

である。スヌーズレンは、人間の五感を優しく刺激す

る視覚刺激や聴覚刺激、嗅覚刺激等を用いた多重感覚

束J激環境 (Multi―Scnsory En宙ronmcnt)を 倉J出して、

リラクゼーションや興味を促し、障害のある人ととも

に充実 した時間を過ごすという関わり方の理念とその

場の提供といえる
つ
。

英国では、 1990年代に入ってからスヌ
ーズレンに

関する実践や研究が盛んに行われるようになった
り。

そして今日では、オランダをしのぐ3,000箇所以上の

大小のスヌーズレン・ルーム等が創設されており、病

院や SPccial SchOol、施設のデイサービスなどで、知

的障害児者や自閉症児者、重度 ・重複障害児者、認知

症者および精神障害者などに幅広 く適用され効果をあ

げている
5)。

筆者は先行研究において、スヌーズレンには、福祉

における余暇活動、いわゆるレジャーの他に、セラピ
ー

や教育としての側面もあり有効であることを指摘して
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英国で、スヌーズレンを実践しているSpecial Schoo1 3校を対象に、インタビュ
ー調査と学校施設の見学を

行った。その結果、各校にはスヌーズレンの 「ソフトプレイ・ル
ーム」と 「ホヮイト・ルーム」が設置され、

スヌーズレンの実践に際して、IEPを作成し、スヌーズレンにおける個々の子どもの目標の設定と計画の立案

がなされていた。またスヌーズレンの効果として、自閉症児などへのリラクゼーション効果やコミュニケ
ーショ

ンにおける相互交渉の促進などが報告された。調査の結果、スヌ
ーズレンは学校の教育活動の一環として位置

づけられ、レジャーとして楽しむだけではなく、セラピ
ーや教育としての側面も併せ持つことが考察され、筆

者の先行研究の結果が支持された。日本スヌーズレン協会では、スヌ
ーズレンをセラピーや教育としては認め

ない立場をとっているが、今後わが国におけるスヌ
ーズレンの概念の見直しが急務であると考えられた。

て
一

いるの。特に筆者は、わが国の学校教育において、ス

ヌーズレンを自立活動や遊び学習 (特別支援学校の教

育課程に位置づけられる領域等)、さらにクラブ活動

の時間の中に位置づけるのが有効であることを指摘し、

今後、創設が期待されている小 ・中学校の特別支援教

室 (仮称)に スヌーズレン・ルームを設置することで、

軽度 0中度発達障害のある子どもたちの心理面の安定

等に寄与できることを提言している
の
。

そこで、本稿では、スヌーズレンがレジャーの他に、

セラピーや教育としての側面があるのかどうかを、ス

ヌーズレンを先進的に取り入れて実践 している英国の

Spccial Schoo1 3校を実際に調査することで、検証す

ることを目的とする。

2方 法

(1)調 査期間

(2)調 査目的

(3)調 査方法 :

2005年 4月 22日 ～26日

各学校のスヌーズレンの捉え方や位置

づけの調査

各学校長へのインタビュ
ー調査とスヌー

ズレン施設の見学
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